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窓
口
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る

方
へ
令
和
4
年
10
月
1
日
か
ら
実

施
し
て
い
た
配
慮
措
置
が
、令
和
7

年
9
月
診
療
分
で
終
了
し
ま
す
。

【
終
了
と
な
る
配
慮
措
置
の
概
要
】

　

令
和
4
年
10
月
1
日
の
施
行
後

3
年
間（
令
和
7
年
9
月
診
療
分
ま

で
）は
、窓
口
負
担
割
合
の
引
き
上

げ
に
伴
い
、2
割
負
担
と
な
る
方
の

1
カ
月
の
外
来
医
療
の
負
担
増
加

額
を
3
千
円
ま
で
に
抑
え
る
措
置

（
入
院
医
療
費
は
対
象
外
）。

問
合
せ 

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
☎
0
1
1・2
9
0・5
6
0
1

国
民
健
康
保
険
課
☎
72・3
1
2
5

　
利
用
期
限
は
30
日
㈫
で
す
。忘
れ

ず
に
ご
利
用
く
だ
さ
い（
払
い
戻
し

不
可
）。ま
た
、W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
中
で
す
。今
後
の
貴
重
な
資

料
と
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。   

問
合
せ 

商
工
労
働
課

☎
72・3
1
6
6

　
悩
み
が
あ
る
方
、困
っ
て
い
る
方

は
、一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、家
族
や
友

人
、職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
人
に

相
談
を
！

【
電
話
相
談
】

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
24
時
間
対
応
）

　
0
1
2
0・2
7
9・3
3
8

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0・0
6
4・5
5
6

（
平
日
９
時
〜
21
時
、土・日
・祝
日

10
時
〜
16
時 

※
年
末
年
始
除
く
）

チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

　
0
1
2
0・99・7
7
7
7

（
16
時
〜
21
時 

※
年
末
年
始
除
く
）

【
S
N
S
相
談（
L
I
N
E
、チ
ャ
ッ

ト
な
ど
）】

「
ま
も
ろ
う
よ
こ
こ

ろ
」で
検
索
ま
た
は

下
記
を
読
み
取
り
。

【
命
を
守
る「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」】

　
悩
ん
で
い
る
方
に
声
を
か
け
、話

を
聞
き
、必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て

見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。勇
気
を

持
っ
て
声
を
か
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

道
央
都
市
圏
に
お
け
る
将
来
の

交
通
や
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す
る

た
め
、パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査（
交

通
実
態
調
査
）を
実
施
し
ま
す
。無

作
為
抽
出
し
た
世
帯
に
9
月
下
旬

以
降
調
査
票
を
郵
送
す
る
の
で
、ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

下
記
二
次
元
コ
ー
ド

は
1
日
㈪
公
開
。

9
月
10
日
〜
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

い
し
か
り
地
域
応
援
商
品
券

問
合
せ 

道
央
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
0
1
2
0・9
8
7・3
6
6

　
市
で
は
、高
齢
者
世
帯
な
ど
の
日

常
生
活
の
利
便
性
を
図
る
目
的
で

福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、本
事
業
へ
の
協
力
事
業

者
を
募
集
中
で
す
。な
お
、現
在
は

（
公
社
）石
狩
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、札
幌
勤
労
者
企
業
組
合
へ
委

託
し
て
い
ま
す
。

申
込・問
合
せ 

高
齢
者
支
援
課

☎
72・7
0
1
4

　
石
狩
振
興
局
主
催
の
親
子
向
け

イ
ベ
ン
ト
で
す
。  

内
容 
①
え
に
わ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ガ
ー
デ

ン「
り
り
あ
」に
無
料
招
待

②
リ
ト
ミ
ッ
ク
親
子
体
験

対
象 

就
学
前
児
童
と
保
護
者

日
程 

10
月
24
日
㈮

場
所 

花
の
拠
点
は
な
ふ
る
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス（
恵
庭
市
南
島
松
8
2
8・3
）     

定
員 

①
1
4
0
人 

②
60
組

※
申
込
多
数
時
抽
選

申
込
期
限 

30
日
㈫

問
合
せ 

石
狩
振
興
局

社
会
福
祉
課
☎
0
1
1・2
0
4・5
8
0
8

厚生労働省は、遺留品などの手掛かり情報がない戦没者遺骨をDNA鑑定し、身元を特定してご遺族のもとへ返還する事業を行っており、ご遺族など
からの申請を受け付けています。（厚生労働省 社会・援護局 事業課 戦没者遺骨鑑定推進室☎03･3595･2219）

▲詳細

▲申込

▲詳細

交
通
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

▲詳細

▲回答フォーム

福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
　

受
託
事
業
者
の
募
集

き
ら
り
☆
い
し
か
り 

親
子 

de

こ
ね
く
と
デ
イ 

in 

え
に
わ

●国勢調査はR7/10/1現在、日本に住んでいる全ての
　人と世帯が対象です。
●9月下旬から調査員が訪問し、調査書類を配布します。
●回答はスマホやパソコンからのインターネット回答が
　簡単･便利です（郵送・調査員回収も可）。
回答期間 インターネット 20（土）～10/8（水）
　　　　 調査票（紙） 10/1（水）～8（水）

　インターネットで回答したいけど操作が不安な方
も安心して利用できるよう、市民活動情報センター
「ぽぽらーと」職員が操作をお手伝いします。

期 間

場 所

20（土）～10/22（水）10時～17時
※休館日を除く　

花川北コミセン内（花川北3･2）

問合せ 令和７年国勢調査石狩市実施本部（総務課内）☎72･3681

花川北コミセン内「ぽぽらーと」に
インターネット回答支援ブースを開設します！

ラ
イ
ン

※お越しの際は、調査員が配布した調査書類封筒
　をそのままお持ちください
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住宅改修による
家屋の固定資産税減額措置
　次の要件に適合する住宅の改修工事を行った場合、翌年度(１年間)の
住宅の固定資産税が減額されます。

省エネルギー改修を行った住宅
要件
〇H26/4/1以前に建築
〇改修後の住宅部分の床面積が50㎡以上280㎡以下であること ※①
〇次の改修工事に該当するもの
　1） 【必須】窓の断熱性能を高める改修工事（省エネ建材等級４つ星以上）を実施
　2） 1の改修と併せて行う天井、壁または床の断熱性を高める改修工事（過去に省
　　  エネルギー改修の軽減を受けている場合は対象外）
　3） 1または2の工事と併せて、太陽光発電装置、高効率空調機、高効率給湯器
　　  または太陽熱利用システムの設置工事も行うもの
〇省エネルギー改修工事に要した自己負担額（国または地方公共団体からの補助
　金を除いた額）が次の要件を満たすもの
　・ 1または2の場合、費用が60万円を超えるもの
　・ 3の場合、1または2の費用が50万円を超え、太陽光発電装置、高効率空調機、
　　高効率給湯器または太陽熱利用システムの設置工事と併せて60万円を超え
　　るもの
減額の範囲
１戸当たりの床面積120㎡を限度に3分の2（省エネルギー改修により認定長期優良住宅となった場合は3分の1）に減額

●熱損失防止改修住宅等に係る固定資
　産税減額申告書 ※②
●住民票（コピーも可）
●増改築等工事証明書など ※③
   （H29/3/31以前の場合は、代わりに熱損失防止
　改修工事証明書)
●省エネルギー改修工事の内容が分か
　る工事見積書・領収書のコピー・図面・
　着工前後の写真
●省エネルギー改修工事で認定長期優
　良住宅となった場合は、認定通知書の
　コピー
●補助金を受けている場合は、補助金額
　が分かる書類

バリアフリー改修を行った住宅
要件
○新築から10年以上が経過
○65歳以上の方、要介護認定または要支援認定を受けている方、障がいのある方
　のいずれかが居住
○バリアフリー改修後の住宅部分の床面積が50㎡以上280㎡以下であること ※①
○廊下の拡幅、階段の傾きの緩和、浴室の改良、トイレの改良、手すりの取り付け、
　床段差の解消、床の滑り止め、扉の改良などを実施
○バリアフリー改修工事に要した自己負担額（国または地方公共団体からの補助
　金を除いた額）が１戸当たり50万円を超えるもの
減額の範囲
１戸当たりの床面積100㎡を限度に3分の2に減額

耐震改修を行った住宅
要件
○S57/1/1以前に建築
○耐震改修工事に要した自己負担額（国または地方公共団体からの補助金を除い
　た額）が１戸当たり50万円を超えるもの
減額の範囲
１戸当たりの床面積120㎡を限度に2分の1（耐震改修により認定長期優良住宅と
なった場合は3分の1）に減額

●改修工事完了日から３カ月以内の申告が必要です。やむを得ない事情がある場合はご相談ください
●申告後、税務課による現地調査があります
●基本的に同時適用はできませんが、省エネルギー改修とバリアフリー改修の減額措置は、同時に受けられる場合があります。
　詳細はお問い合わせください
※①併用住宅は住宅部分が延べ床面積の2分の1以上であること。住宅部分が対象、貸家住宅は対象外
※②申告書は、税務課（市役所1階15番窓口）または市HPから入手可
※③増改築等工事証明書の発行には費用を要し、税の減額分を超える場合があるため、事前に要確認。証明書の発行は、指定確
　　認検査機関、登録住宅性能評価機関、住宅瑕疵担保責任保険法人、建築士事務所に属する建築士が行います

共
通
事
項

■問 税務課☎72･6120

か し

申告書類

●住宅のバリアフリー改修に伴う固定資
　産税の減額申告書 ※②
●住民票（コピーも可）
●年齢や介護、障がいなどを証する書面
●バリアフリー改修工事の内容が分かる
　工事見積書・領収書のコピー・図面・着
　工前後の写真
●補助金を受けている場合は、補助金額
　が分かる書類

申告書類

●耐震基準適合住宅等に係る固定資産
　税減額申告書 ※②
●増改築等工事証明書 ※③
●耐震改修工事の内容が分かる工事見
　積書・領収書のコピー・図面
●扉の性能評価書（該当する場合のみ）
●耐震改修工事で認定長期優良住宅と
　なった場合は、認定通知書のコピー
●補助金を受けている場合は、補助金額
　が分かる書類

申告書類


